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きたきらりをつくりこなす

球根サイズ球周10～12㎝は規格内（3輪以上）
の割合が低く、切り花生産に不向きである。
球周12～14㎝では3芽以下を使用する。
球周14㎝以上では4芽以下を使用する。なお、5

「きたきらり」の栽培技術体系「きたきらり」の栽培技術体系

Q.「きたきらり」って？
A.「きたきらり」は、鮮やかな橙色で小輪のコンパ
クトな草姿の新しいタイプのアジアティック系花ゆ
りです。
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定植 収穫

定植時期の違いによる切り花品質への影響は小
さい。5月中旬～8月上旬に定植し、収穫期間は、
7月中旬～10月中旬となる。

定植期が切り花品質に及ぼす影響

条間×株間が15～20㎝の範囲では、切り花長、

花蕾数などの切り花品質に影響しない。よって、栽
植様式は、生産者慣行の株間15㎝、条間15㎝が

適当である。
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球周14㎝以上では4芽以下を使用する。なお、5
芽以上では規格内切り花を得られないことがあ
るため5芽以上の球根は使用しない。

１．花芽分化は解凍後急速に進むため、
冷凍貯蔵中の温度の上昇に注意する。
また、解凍後の球根に急激な温度変化
を与えない。

２．葉枯病には弱いため、多湿条件にな
らないように圃場を選び、栽培管理する。
また、発生動向に注意し適切に防除する。

0.0

10 ～ 12 ～ 14 ～ 16 ～ 18

球根サイズ（cm)

花蕾数

2芽

3芽

4芽

5芽

５～６輪

２輪以下

３～４輪

①

②

③

球周12～14㎝

①

②

③①

②

③

球周12～14㎝

①

②

③

④

球周14～16㎝

①

②

③

④

①

②

③

④

球周14～16㎝

写真は、
株間15㎝×
条間15㎝

定植期が切り花品質に及ぼす影響

定植期 茎数 切り花長 花蕾数 花径

(本/株） (cm) (輪/茎) (cm)

6月定植 2.8 60.2 4.6 7.9

7月定植 2.5 58.1 4.8 8.1

8月定植 2.8 61.6 4.4 7.6
（球周12～14㎝使用）


